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2011（平成23）年 ７ 月の

1㈮ □政府、東京電力、東北電力管内の大口需要家を対象とする電力使用制限令を発動
□東京大学が、入学時期を春から秋に移行する方向で検討を開始

2㈯
3㈰ □兵庫県明石市で、小学２～３年男児３人が池で溺れて死亡

4㈪

5㈫

□原子力安全委員会、福島県で15歳までの子どもの約45％が微量の甲状腺被ばくを受
けていたことを公表

□学校運営の改善の在り方等に関する調査研究協力者会議「子どもの豊かな学びを創
造し、地域の絆をつなぐ――地域とともにある学校づくりの推進方策」公表

□文部科学省「東日本大震災により被災した児童生徒等の指導要録の作成等に関するQ
＆Aの送付について」

6㈬ □政府「子ども・子育て新システム（中間とりまとめ）」公表
□韓国の平昌が、2018年冬季五輪の開催都市に選出

7㈭ □東日本大震災の被害を踏まえた学校施設の整備に関する検討会「東日本大震災の被
害を踏まえた学校施設の整備について」（緊急提言）

8㈮ □髙木文科大臣、全国学力・学習状況調査について、平成25年度から全校参加方式を
含めた規模の拡大を図る方針

9㈯
10㈰
11㈪ □神奈川県の私立幼稚園で、３歳男児がプールで溺れ死亡する事故

12㈫
□厚生労働省、「平成22年国民生活基礎調査の概況」公表、貧困率過去最低の16.0％
□厚生労働省、原発事故後に日本国民が摂取した食品から受ける放射線量の増加推計

値を初めて公表
□残業を強いられたとして京都市立小・中学校の教諭らが市を相手に損害賠償などを

求めた訴訟の上告審判決で、最高裁第３小法廷は全員の請求を棄却

13㈬
□菅首相、今後のエネルギー政策について「脱・原発依存」を基本にすえる方針
□文部科学省「平成22年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果［速

報値］」公表

14㈭
15㈮ □菅首相、「脱原発」社会をめざすことは内閣としての方針ではないとの認識

16㈯
17㈰
18㈪ □サッカー女子日本代表が、Ｗ杯でアメリカを破り金メダルを獲得

19㈫
□政府、関西電力管内の企業や家庭に対し、10％以上の節電を２ヵ月程度要請する方針
□「熟議」に基づく教育政策形成の在り方に関する懇談会「熟議に基づく政策形成展

開～更なる推進に向けて～（平成22年度）」
□原子力安全委員会「今後の避難解除、復興に向けた放射線防護に関する基本的な考

え方について」

20㈬
□文部科学省「５月27日『当面の考え方』における『学校において「年間 1 ミリシー

ベルト以下」を目指す』ことについて」　→教育資料Selection（P114）
□キャリア教育における外部人材活用等に関する調査研究協力者会議「中間取りまとめ」
□平成22年度に児童相談所に相談が寄せられた児童虐待の件数が５万件を超えたこと

が、厚生労働省のまとめで判明

21㈭ □福島県の調査によると、福島市内の保育所で年間１ミリシーベルト以上の被ばくが
予測されることが判明

22㈮
□文部科学省、放射性セシウムに汚染された疑いのある牛肉が学校給食に使われてい

ないか確認するよう通知を発出
□外国語能力の向上に関する検討会「国際共通語としての英語力向上のための5つの提

言と具体的施策」

23㈯ □中国の高速鉄道で追突事故

24㈰ □福島県、原発事故時の０～18歳の子ども全員を対象に、甲状腺超音波検査を２年ご
とに実施することを決定

25㈪ □平成23年度第２次補正予算が可決・成立

26㈫
□中央教育審議会初等中等教育分科会学校段階間の連携・接続等に関する作業部会「中

高一貫教育制度に関する主な意見等の整理」
□食品安全委員会委員長からのメッセージ「食品に含まれる放射性物質の食品健康影

響評価について」

27㈬ □子ども・子育て新システム検討会議「中間とりまとめ」

28㈭ □文部科学省「平成22年度学校教員統計調査（中間報告）」結果公表

29㈮ □政府、「東日本大震災からの復興の基本方針」正式決定

30㈯
31㈰

教育備忘録 ９ 学校経営診断研究会　松田　哲世月 の 学 校 経 営９月の学校配付文書実例 学校経営診断研究会　荒川　省子

平成２３年９月☆日
保護者の皆様

□□市立□□小学校
校長　○○○○

□□小ふれあいまつりのご案内

　秋風の中にススキの穂が揺れるさわやかな季節になりました。保護者の皆様には、日頃よ
り、本校の教育活動ご協力いただき、ありがとうございます。
　さて、例年子どもたちが手作りで行っております「□□小ふれあいまつり」を下記の通り
行います。このまつりは、１年生から６年生までの異学年の子どもたちで編成している縦割
り班活動の発表の場でもあります。本校では継続的に縦割り班活動を実施し、教育目標の一
つである「思いやり協力し合う心」を育てています。ご多忙の折とは存じますが、子どもた
ちの活動の様子をご覧になったり、一緒に活動したりしていただけますようご案内申し上げ
ます。また、近隣の方とお誘い合わせの上、ご参加いただければ幸いです。

記

１．日　時 平成２３年１０月☆日（土）
午前８時３５分～午前１２時００分

２．場　所 □□市立□□小学校　校舎・体育館・校庭
３．内　容 縦割り班班長会による開閉会式

各縦割り班による出店（出し物）

４．当日の予定 　８：３５　開会式（雨天時・各教室でテレビ放送）
　９：００　出店（出し物）準備
　９：１５　前半：Ａグループ出店（いろいろなお店）
１０：０５　休憩（児童が交代するので、この間お店では遊べません）
１０：１５　後半：Ｂグループ出店（いろいろなお店）
１１：０５　返却タイム（児童が用具を返します）後かたづけ
１１：３５　閉会式（雨天時・各教室でテレビ放送）
１１：５０　下校

５．その他 ⑴この活動は学習活動の一環です。児童は閉会式が終わるまでは帰ること
ができませんので、お間違えのないようにしてください。最後の人数確
認のとき、１人でもいませんと大変なことになりますのでよろしくお願
いいたします。

⑵ＩＤカードと上履きをご持参ください。また、下足はご自分でお持ちく
ださい。

⑶敷地内での禁煙、およびフェンス外側での喫煙防止について、ご協力を
お願いいたします。

⑷徒歩でご来校ください。自転車、自動車等でのご来校は禁止となってい
ます。

■文書のねらいと作成上の留意点■

①この文書は、児童が中心となり企画・実

施する、「子どもまつり」のお知らせで

す。児童会活動が、学校教育のなかでど

のような位置づけなのかについても、触

れるようにします。

②児童主体の活動であっても、学習活動の

一環であり、保護者参加型の授業参観で

あることを伝えます。

③日時だけでなく、当日の活動の流れも伝

えます。保護者の方が、どの時間帯に、

児童のどんな活動場面を参観できるのか

を知ることができます。

④来校における注意事項は、年間を通じて

お願いし、保護者の意識を高めるように

します。

※文書内容の詳細事項には、地域差があります。

──作成のポイントと留意点

◉
９
月
の
配
慮
事
項

　

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」
で
あ
る
。
３

月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
規

模
な
停
電
、
交
通
機
関
等
の
麻
痺
が
起
こ
り
、

首
都
圏
に
も
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。

「
防
災
の
日
」
に
は
、
多
く
の
学
校
で
「
防
災

引
き
取
り
訓
練
」
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
の
震
災
の
よ
う
に
交
通
手
段
や
連
絡
手
段

が
途
絶
さ
れ
、
保
護
者
に
よ
る
子
ど
も
の
引
き

取
り
が
困
難
な
場
合
の
連
絡
方
法
や
引
き
渡
し

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
新
た
な
ル
ー
ル

決
め
や
そ
の
周
知
が
急
が
れ
る
。

　

ま
た
、
日
頃
の
避
難
訓
練
で
は
、
学
校
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定
し
た
実
行
性
の
あ

る
訓
練
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、「
自
ら
危
険
を

予
測
し
、
回
避
す
る
能
力
」
を
育
て
て
い
く
こ

と
も
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
る
。

　

学
校
で
行
わ
れ
る
「
防
災
の
日
」
の
訓
練
で

は
、
震
災
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
生
か
し
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る
よ
い

機
会
に
し
た
い
。

●
小
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
社

会
の
激
し
い
変
化
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
た
く
ま
し
く
対
応
し
、
社
会
人
と
し
て

自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
教
育
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
平
成
23
年
１
月
の
中
教
審

答
申
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
幼
児
期
の
教
育
か
ら

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
、
ま
た
、
小
学
校
新
学
習
指
導
要
領
で
は
随
所
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
め
ざ
す
目
標
や
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
学
校
に
お
け
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を
重
視
し
て
い
る
。

　

Ｋ
市
立
Ａ
小
学
校
で
は
、
文
科
省
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
研
究
校
と
し
て
、
実
践
研
究
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
以
下
の
新
聞
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
。

　
「『
お
店
体
験
』
で
は
、
当
初
は
、
自
分
た
ち
の
暮

ら
す
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
狙
い
だ
っ
た
。
だ
が
、

様
々
な
多
く
の
職
業
の
魅
力
と
厳
し
さ
に
触
れ
、
さ

ら
に
は
、
客
と
の
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
客
の
気
持

ち
を
考
え
た
言
動
な
ど
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
欠
け

て
い
る
と
言
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
場
で
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
と
い
う
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
六
月
二

七
日
付
け
）。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
視

点
か
ら
発
達
段
階
に
即
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備

を
図
る
な
ど
、
い
か
に
実
践
に
結
び
つ
け
て
い
く
か

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
学
校
図
書
館
と
読
書
活
動

　

次
の
よ
う
な
調
査
結
果
が
あ
る
。

　
「
朝
の
読
書
」
な
ど
の
一
斉
読
書
の
時
間
を
設
け

て
い
る
：
98
％
、
学
校
図
書
館
を
活
用
し
た
授
業
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
る
：
95
・
４
％
（
平
成
22
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
学
校
質
問
紙
調
査

〈
小
学
校
〉）。

　

こ
れ
ら
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
各
学
校
が
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

今
後
「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
進
め
る
う
え
で
、
さ

ら
な
る
学
校
図
書
館
の
計
画
的
な
活
用
と
読
書
活
動

の
充
実
・
推
進
を
図
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

●
校
内
研
究
・
授
業
研
究
の
点
検
を

　

小
学
校
で
は
、
新
教
育
課
程
の
全
面
実
施
か
ら
約

半
年
が
経
過
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
意
欲
的
な
学
習
活
動
を
進
め
て
い
く
に
は
、

徹
底
し
た
教
材
研
究
・
教
材
開
発
、
子
ど
も
の
実
態

に
即
し
た
授
業
展
開
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
授
業

研
究
会
で
は
、「
今
日
の
こ
の
授
業
で
、
子
ど
も
た

ち
に
ど
ん
な
力
が
身
に
つ
い
た
の
か
」
と
い
っ
た
話

し
合
い
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
、
日
々
の
教
育
活

動
に
生
き
る
授
業
研
究
会
や
研
究
協
議
会
と
し
た
い
。

　

学
年
の
後
半
期
に
入
る
に
あ
た
り
、
校
長
は
、
校

内
の
研
究
体
制
を
再
点
検
し
、「
わ
か
る
授
業
、
楽

し
い
授
業
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、
教
師
の
さ
ら
な

る
授
業
力
の
向
上
に
努
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

児童がＡグループ
か、Ｂグループか
は、個別に連絡して
おく

雨天で校
庭が使え
ない時の
対応も知
らせる

保護者参加
型の活動だ
が、児童に
とっては学
習であるこ
とを確認


